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Ｊ
Ｐ
労
組
富
山
連
協
退
職
者

の
会
（
会
長
・
川
添
晃
）
は
、

３
月
13
日
（
日
）
富
山
県
民
会

館
で
、
拡
大
幹
事
会
を
開
催

し
、
な
ん
ば
奨
二
参
議
院
議
員

　

こ
れ
ら
の
諸
問
題
を
一
日
で

も
早
く
解
決
し
て
い
く
に
は

「
当
事
者
間
で
は
解
決
で
き
ず

政
治
に
よ
っ
て
制
度
や
法
律
を

改
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
の
味

方
に
な
る
政
治
家
を
多
く
国
会

（
組
織
内
国
会
議
員
）
か
ら
国

政
報
告
と
『
し
ば
慎
一
』
参
議

院
議
員
候
補
予
定
者
の
後
援
会

活
動
の
重
要
性
と
今
後
の
取
り

組
み
課
題
、
な
ぜ
政
治
活
動
が

必
要
か
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

石
川
連
協
拡
大
幹
事
会
で
30

分
余
り
の
講
演
を
終
え
て
富
山

へ
駆
け
付
け
た
『
な
ん
ば
奨
二

参
議
院
議
員
』
は
、
今
日
ま
で

み
な
さ
ん
の
お
支
え
で
12
年
間

の
参
議
院
議
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
の

言
葉
と
今
期
で
『
し
ば
慎
一
』

君
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と

に
触
れ
て
、
国
会
報
告
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

国
会
報
告
の
最
初
に
、
「
野

党
が
分
裂
し
、
政
権
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
さ
な
く
な
っ
て

い
る
」
現
状
が
報
告
さ
れ
、
続

い
て
、
郵
政
の
現
状
と
そ
の
対

応
に
つ
い
て
、
「
金
融
商
品
の

改
革
の
進
展
が
郵
政
部
内
で
の

犯
罪
が
多
発
し
た
現
状
で
は
国

会
議
論
に
出
し
難
い
状
況
に
あ

り
、
新
規
で
魅
力
あ
る
商
品
開

発
を
し
て
顧
客
に
対
応
し
な
け

れ
ば
縮
小
再
生
産
に
な
っ
て
い

く
と
予
測
さ
れ
、
一
日
も
早
く

新
規
商
品
を
開
発
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
指
摘

が
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
郵
便
事
業
で
は
問

題
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
郵

便
の
翌
配
が
廃
止
と
土
曜
休
配

と
な
り
、
郵
便
物
が
遅
れ
て
配

達
さ
れ
、
郵
便
が
利
用
者
か
ら

見
放
さ
れ
て
縮
小
再
生
産
の
方

向
に
あ
る
」
と
の
指
摘
も
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
問
題
・
課
題
を

打
破
す
る
に
は
、
「
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
か
ん
ぽ
生
命
事
業
に
お

い
て
は
一
層
の
経
営
改
革
を
進

め
、
魅
力
あ
る
商
品
を
開
発
販

売
し
て
い
け
ば
利
益
が
大
き
く

伸
び
、
そ
の
結
果
、
労
働
環
境

の
改
善
が
望
ま
れ
る
。
郵
便
事

業
に
お
い
て
は
優
秀
な
人
材
が

集
ま
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
の
考
え
方
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

に
送
り
込
む
こ
と
で
す
。
私
た

ち
に
今
で
き
る
こ
と
は
、
今
年

７
月
の
参
議
院
選
挙
に
組
織
内

候
補
者
と
し
て
決
定
し
た
『
し

ば
慎
一
』
の
後
援
会
活
動
の
取

り
組
み
を
推
進
し
、
ぜ
ひ
、
私

の
後
に
『
し
ば
慎
一
』
を
国
会

に
送
り
出
す
こ
と
で
す
」
と
の

訴
え
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
退
職
者
の
会
は
、
な

ん
ば
奨
二
参
議
院
議
員
の
熱
い

思
い
を
受
け
止
め
、
残
さ
れ
た

『
し
ば
慎
一
』
後
援
会
活
動
期

間
に
全
力
を
傾
注
し
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
の
味
方
を
国
会
に
送
ろ
う

私
た
ち
の
味
方
を
国
会
に
送
ろ
う

な
ん
ば
奨
二
参
議
院
議
員
を
迎
え
て
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富
山
連
協
退
職
者
の
会
は
、

３
月
13
日
に
第
３
回
連
協
拡
大

幹
事
会
を
開
催
し
、
２
０
２
１

年
度
後
期
活
動
に
つ
い
て
協
議

し
、
次
の
と
お
り
具
体
的
な
活

動
内
容
を
決
定
し
ま
し
た
。

１
　
一
般
活
動
に
つ
い
て

（
１ 

）
政
治
活
動
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

組
織
内
参
議
院
議
員
候
補
予

定
「
し
ば
慎
一
」
後
援
会
に
会

員
全
員
が
加
入
目
標
達
成
に
全

力
で
取
り
組
み
、
７
月
投
票
日

に
は
確
実
に
投
票
に
行
き
、
当

選
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

（
２
）
会
員
拡
大
に
つ
い
て

　

北
陸
退
職
者
の
会
幹
事
会

は
、
今
年
度
新
規
加
入
目
標
を

「
現
会
員
数
の
5
％
」
を
目
標

と
し
て
決
定
し
、
富
山
連
協
も

そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
取

　

富
山
県
退
職
者
連
合
は
、

２
０
２
２
年
度
の
「
交
流
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
の
開
催
内
容

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
富
山
地
区
（
５
月

25
日
開
催
）
、
高
岡
地
区
（
５

月
13
日
開
催
）
、
新
川
地
区

（
５
月
20
日
開
催
）、
砺
波
地
区

（
５
月
９
日
開
催
）
お
よ
び
富

山
県
選
手
権
大
会
（
６
月
６
日

開
催
）
―
―
の
５
会
場
開
催
で

す
。

　

各
大
会
と
も
参
加
費
は
一
人

６
０
０
円
で
、
団
体
は
４
名
一

組
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
組

織
を
通
う
じ
て
所
定
の
用
紙
で

申
し
込
む
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
詳
細
な
大
会
開
催
内

容
、
申
込
み
期
限
（
約
10
日
前

ま
で
）
、
お
よ
び
申
込
み
手
続

き
は
、
富
山
連
協
（
☎
０
７
６

―
４
４
１
―
４
３
２
９
・
中
村

又
は
松
本
事
務
員
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
開

会
式
、
表
彰
式
で
は
マ
ス
ク
の

着
用
と
な
り
ま
す
。

「
し
ば
慎
一
」
後
援
会
活
動
に
全
力

第
３
回
拡
大
幹
事
会
で
意
識
統
一

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
実
績

が
あ
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
新
規

会
員
の
加
入
促
進
と
協
力
会
員

の
加
入
促
進
に
向
け
て
、
現
役

支
部
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

２
　
レ
ク
活
動
等
に
つ
い
て

（
１
）
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

６
月
中
旬
、
富
山
市
岩
瀬
の

富
山
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開

催
し
、
そ
の
後
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
実
施
し
ま
す
。

（
２
）
親
睦
旅
行

　

10
月
中
旬
（
土
～
日
）
１
泊

２
日
の
旅
行
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
次
第
で

は
中
止
も
有
り
得
る
と
し
、
詳

細
に
つ
い
て
は
後
日
案
内
し
ま

す
。

（
３ 

）
連
協
退
職
者
の
会
第
8

回
定
期
総
会

　

定
期
連
協
総
会
は
、
８
月
20

日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら
富
山

県
民
会
館
７
０
５
号
室
で
開
催

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
案
内

富
山
県
退
職
者
連
合
主
催


